一橋陸上競技倶楽部理事会議事録

日時　：　2019年10月15日（火）　18:30～20:15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
場所　：　如水会館　14階　記念室西
出席者（敬称略）：
（理事会）浜田、岩瀬、大鳥羽、井田、陶山、中村（龍）、中村（英）、定成、西脇理事候補：後藤顧問

１、報告事項
1 最近の戦績（岩瀬幹事長より報告）
【学内新】110ｍHで佐藤勇介君14秒91、10000m競歩で河野樹君41分38秒19、福井隆真君41分41秒14、競歩の記録は昨年の日本ランキングで言うとそれぞれ36位と41位に相当する好記録。
【学内タイ】200mで朝田航平君21秒85。
2 OBOG訪問報告と年会費納付実績（井田理事より報告）
[bookmark: _GoBack]OBOG訪問を再開して3年目だが、訪問活動の成果が低調。学生からの報告によると、アポを取るべく連絡してもメールや電話が通じないとか反応が無いといったケースが散見。不通の詳しい状況が報告書に記載されていないため、浜田会長が学生側と接触し、近い内に現役とミーティングを持つことに。
年会費未納者への督促は、「去年支払いがあり今年未納者」54名に絞って督促状を発送する考えと、未納者全員に発送する考えが出されたが、未納者全員に発送することにした。人数的に約150名余。
10月月内に未納者に届くように郵送する。

2、 検討事項
1 新理事選任について
法務に精通した理事を強化いう観点から、弁護士の西脇威夫氏（S63年入学）に理事に加わってもらうことに理事会として同意した。

2 長距離夏合宿（候補地北海道）について
OB会側からお膳立てをするものではないが、今までの菅平・妙高での合宿よりは北海道合宿の方が練習環境は良いと思っている（浜田会長）。学生側の声を佐藤主将を通じて打診したところ、学生の中でも賛否両論が出ている為、学生側からもっと具体的で切実な要請が出されて来るのを待つことにする。

3 浜田安則コーチの報酬について
遠征にも自費で旅費を負担されている状況、日ごろから大変熱心に長距離陣を指導していただいているといった観点から、現行の年20万円を24万円にしたいと、会長から提案あり、全員同意。

4 三商大戦に女子の部新設について
大阪市大OBから提案があり、学生がOKであれば理事会としても同意。同時に、神戸大学の意見も確認が必要だが。また、津田塾大学は一橋女子と混成扱いにしないで、女子の部は４大学戦とするが、学生側が希望なら混成(名大戦方式)にする。

5 会則・慶弔規定の見直しについて
浜田会長より倶楽部規則第4章役員第12条に関して、第2項、理事定員数を現行の12名以内を16名以内とする。さらに第3項を追加する。その内容は、「理事及び監事は、理事会において全理事の3分の2以上の理事の決議によって専任及び解任することができる。」。第15条第1項に「役員はその事由のいかんにかかわらず、辞職の意思表示をすることにより何時でも役員を辞任することができる。」を追加。
岩瀬幹事長より慶弔規定の改定提案が出された。内容は、正会員の弔事について、本人の逝去に関して年齢が70歳までと70歳超の区分を無くし、一律1万円の香典とする。また、倶楽部運営に功績があったと会長が判断した場合は理事会に諮り香典を3万円とできる。供花、弔電については改定前と変わらず。

6 2023年創立100周年事業について
何をするかということについて、100周年記念誌発行や記念パーティといったところが思い浮かぶが、それらについては、100周年事業委員会なるものを立ち上げることになる。その際、誰をトップに持ってくるか、青木先輩や水野先輩にお願いする方向かと思っている。準備期間が結構必要なプロジェクトなので2020年早々から着手したい。理事の面々も何人かは準備委員会に入ってもらうことになるので了承いただきたい。会長が少し具体的構想を作って各理事監事に配信予定。

7 その他
・来年度予算編成に関わる学生との協議会を今日の此処では12月7日（土）を候補に学生側に都合を諮ってみる。（大鳥羽理事）
・中村（英）理事から学生が取り組んでいる「高校生新歓および備品の購入要望」について、説明あり。新歓に当たっては勧誘文書やポスターの紹介説明が、備品購入希望に当たっては学生が要望する内容の説明がなされた。これについては上記の大鳥羽会計担当理事の来年度予算策定と軌を一にする課題。
・中村（英）理事から、今般、東大に勝利したが、まぐれであっては将来が無いので、これについてIAAFのscoring tableを基にして種目別に東大と一橋の実力分析が紹介された。この分析結果を一言で言いうと、選手層の厚みが東大の方が優れているということ。こういうことからも優秀な高校生を目当てに一橋受験と陸上部への誘いが鍵。ここから「高校生新歓」に展開として繋がる。
・後藤顧問から、今度の箱根駅伝予選会に一人でも多くの一橋関係者の応援をと、近隣の如水会支部幹部に予選会案内の広報活動をしている旨報告がなされた。
・3月の決算総会兼卒業生歓迎会に津田塾現役学生も参加してもらう方向で意見交換あり。会場収容人数のこともあり津田塾側に打診することとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　　　　　　　
